
たんぽぽ薬局で行う
居宅療養管理指導のメリット

※ご利用料金…医師の指示のもと利用者様に薬学的管理指導が必要とされる場合は、お薬代とは別に、
　　　　　　　介護保険で定められている「居宅療養管理指導料」として
　　　　　　　１回の訪問につき509円（同一住所に複数いる場合は345～377円）の利用者様負担金がかかります。（通常月４回まで）

①薬のお届け
【待ち時間無し】お身体の不自由な方の負担が減る、ヘルパーさんがその時間を他のサービスに充てられま
す
【持ち帰りの負担無し】経腸栄養剤等のかさばって重たい処方が出た場合も持ち帰り不要です
【状態の把握】利用者様の病状の改善状況も直接チェックし、副作用の確認も出来ます

②一包化：飲み忘れ・飲み間違いの防止
医師の了承のもと、服用時ごとのお薬を１つの袋に入れて、飲み忘れを防ぎます
他の薬局（医療機関）でもらったお薬も、当薬局にお預けいただければ一包化が可能です
また服用時ごとの薬袋に色のラインを入れることで、飲み間違いを防ぎます

③他科受診のすべての薬の管理と相互作用確認
複数の医療機関にかかっている場合でも、薬局を1つにしておく事で、全てのお薬の管理ができ、
重複処方や飲み合わせの相互作用も確認できるので安心です

④薬代の削減
残薬の確認をして処方日数の調整をおこない、無駄な薬代を削減する
希望があれば、ジェネリック医薬品への変更も可能です

⑤医師への処方変更依頼
生活状況や服薬状況に基づいて、毎回医師に報告書を上げ、問題があれば処方変更を医師に依頼します
（飲み込む状況が悪い場合は、錠剤から散剤への変更など）

⑥薬のセッティング（お薬ケース：写真①　お薬カレンダー：写真②）
薬の飲み忘れ防止や管理をしやすくするためにお薬ケースやお薬カレンダーを使いセッティングする

⑦分割調剤
長期処方の場合は、１週間あるいは２週間分ずつに小分け調剤し、残薬の確認と他の医療機関でもらった
お薬の重複チェックや管理をしやすくします

定期的に訪問することで、独居の高齢者の安否確認にもなります
⑧安否確認

不要な薬の整理や破棄の助言をします
⑨残薬の整理

⑩FAXによる処方せん受付
受診後に利用者様、ご家族、医療機関、ヘルパーさんからFAXでの処方せん受付可
処方せん原本は、後日薬局スタッフが回収に伺います

⑪紙おむつなどの介護用品もお届けします。（代金は別にかかります。
）
インターネット注文ができ多くの介護用品・医療材料を素早く調達、お届け致します。

ご質問・ご不明な点などございましたらお気軽にお問い合わせ下さい

たんぽぽ薬局
担当　秋澤　英熙(アキサワ)

FAX:048-680-5391TEL:048-680-5391
080-1064-9452


